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第 3 章乃至第 5 章では著者が開発推進した新しい船体建造技術を論じている。まず第 3 章では大型
船建造の為に新たに開発した非浮上移動式 Pre- Erection建造法について論じている。すなわち新し








第 6 章は第 2 章から第 5 章までの結果を基礎として1980年代の新しい造船所のあり方を論じたもの
である。すなわち、今後の造船所は作業環境の改善を目的とした全作業の屋内化とともに、船体中央
つdつ­Aせ
部、船首部、船尾部および上部構造の専用建造工場を保有すべきであることを述べ、造船所のレイア
ウトと建造設備ならびに建造方式について新しい構想を提案している。
第 7 章は本論文の結論を要約している。
論文の審査結果の要旨
本論文は造船工業の近代化とくに最近ますます重要性を増している大型船建造造船所の近代化につ
いて論じたものである。すなわち、従来詳細な検討がほとんど行なわれていなかった船体建造工程の
内容を船計・工作・生産管理などの要素に分析して、自動化・機械化の見地から検討を加えるととも
に、 Pre-Erection 建造方式、洋上接合方式などの新しい船体建造方式の開発とその成果を具体的に
論じている。さらにこれらの結果を基礎として将来の造船工業の構想について新しい具体案を提示し
ている。
以上の結果は大型船舶の建造技術に対して有効な指針を与えるものであって、造船工学上貢献する
ところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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